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夕暮れのトモエガモの群舞（採食地への飛立ち）


2003年10月31日〜11月３日に，韓国チュンチョンナムド・ソサン市にて「東アジア・シベリア地域ガンカモ類シンポジウム」を開催します．同市にあるチョンス湾の，東アジア地域のガンカモ類にとっての重要性について啓発することを主目的として計画されました．韓国政府は同湾を「東アジア地域ガンカモ類重要生息地ネットワーク」に登録しています．この重要生息地ネットワークは「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」のプログラムのひとつです．このシンポジウムはまた，東アジア地域の関係者がガンカモ類に関係する情報や経験の交流の良い機会です．
韓国国内ならびに東アジア地域のガンカモ類にとって重要な生息地において活動している，保全機関，研究者，ＮＧＯのみなさんをはじめとして，市民のみなさんへの公開の催しです．ソサン市の実行委員会ではとくに，同重要生息地ネットワークに参加している各国の生息地からのご参加をお待ちしています．10月31日の公開シンポジウムに引き続き，11月１日に現地視察を企画しています．この日はチョンス湾をまわり，トモエガモの50万羽に及ぶであろう大群や絶滅危惧種のサカツラガン，マガンやヒシクイを観察できるものと思われます．さらに，翌２〜３日も，ＤＭＺ（非武装地帯）のタンチョウやマナヅルの生息地を観察するツアーを企画しています．実行委員会はまた，公開シンポジウムの前の10月28-30日に，アジア太平洋地域渡り性水鳥保全委員会ガンカモ類ワーキンググループの第４回定例会合を招きます．
日程： （一部変更の可能性もあります）
10/28(火) – 10/30(木)
ガンカモ類ワーキンググループの第４回定例会合
関心のある方がオブザーバー参加することが可能です（添付資料参照）．

10/31(金)
09:00 - 18:00 東アジア・シベリア地域ガンカモ類シンポジウム
19:00 - 21:00 交流会

11/01(土) 現地視察
08:00 - 14:00 グム eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ガン),江)河口部
15:00 - 20:00 チョンス湾（トモエガモの採食地への飛翔の観察）
11/02(日) エキスカーション初日

08:00 - 12:00 ソサン市から移動
13:00 - 20:00 チョルオン盆地（ツル類やガン類の観察）
21:00 -      チョルオンで宿泊
11/03(月) エキスカーション２日目

08:00 - 17:00 ハン eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ガン),江)河口部（サカツラガンやクロハゲワシの観察）
18:00 -      ソウルに宿泊
発表：

東アジア・シベリア地域ガンカモ類シンポジウム2003での口頭発表を募集します．ガンカモ類の生活史や生態，個体群動態，保全，生息地管理，国内保全計画など，ガンカモ類に関係するどんな分野のものでも結構です．発表を希望される方は，シンポジウム講演集を発行するために，英語の３〜４ページの発表原稿を送付して下さい（2003年９月15日期限）．

原稿は，Microsoft Word 2000 (あるいはそれ以前のバージョン)で，Ａ４サイズに，12ポイントの Times New Roman フォントを用いて作成して下さい．演題，著者，図表，ならびに引用文献の書式は添付のサンプルに従って下さい．届いた原稿は，編集者が体裁を整えて，講演集に編集します．

原稿は，2003年９月15日までに，編集者 Dr. LEE, Hansso hslee@ecotech21c.co.kr へ電子メールで送付して下さい．
	ソサン市について


ソサン市はソウルから南へ150kmに位置します．36°45' N, 126°28' E．同市のチョンス湾は潮間帯干潟を干拓したところで，ガンカモ類の重要な生息地になっています．とくにトモエガモにとっては韓国国内で最も重要な生息地のひとつで，「東アジア地域ガンカモ類重要生息地ネットワーク」に登録されている韓国唯一の生息地です．ソサン市役所は2002年にトモエガモシンポジウムを成功裏に開催しました．トモエガモの群舞に対する旅行者の興味を高めることに成功して，この湿地とそこに生息する水鳥を保全することと地元の経済を高めることのふたつの目標を同時に達成していることが韓国国内でひろく認識されています．
	 シンポジウム会場


ハンソ大学（ソサン市）．

	宿泊


地元のホテルを参加者のために実行委員会が確保します．申込者に詳しい情報をお届けしますが，宿泊費用は，ひとり１泊 3,000-7,000円の範囲です．
	気候


韓国は大陸性の温帯多雨気候で，四季がはっきりしています．９月から11月の秋季はおだやかな気候です．気温は10-20℃で湿度は低く，旅行には最適の季節です．

	交通


海外からの参加者はソウル・インチョン国際空港に降立って下さい（もちろんプサン・ギムヘ国際空港へ到着することも可能ですが，ソサン市までの行程が長いのでお勧めしません）．

インチョン国際空港からはテアン市 Taean ゆきの高速バスに乗り，手前のソサン市 Seosan バスターミナルで下車して下さい．ソサン・バスターミナルで実行委員会メンバーがお迎えします．

・ルート：インチョン国際空港〜ギンポ Gimpo 国内空港〜ダンジン Dangjin 
〜ソサン Seosan 〜テアン Taean

・乗り場：インチョン国際空港　高速バス乗り場 ８Ｂ

・出発時刻：１日４便：06:00, 11:00, 13:30, 18:30
・バス代金：インチョン国際空港からソサンまで：１万韓国ウォン（千円程度）

追加情報：
	地元実行委員会

	Hansoo Lee (Chair)
	Ecotech Institute of Environmental Ecology
Coordinator of Baikal Teal Task Force  

	Jin-Han Kim
	National Institute of Environmental Research

	Jin-Young Park
	National Institute of Environmental Research
Korea Representative of Anatidae Working Group
Korea Representative of Baikal Teal Task Force

	Ki-Sup Lee
	Ecotech Institute of Environmental Ecology
Korea Representative of Swan Goose Task Force

	Woon-Kee Paek
	National Science Museum

	Si-Wan Lee
	Ecotech Institute of Environmental Ecology

	Young-Shin Lee
	Hanseo University

	Bang-Hyun Kim
	Seosan City Government


問合せ先：
Hansoo Lee, Ph.D.

Si-Wan Lee, Ph.D. (イ・シワン博士は日本語が話せますので日本からは彼を呼び出して下さい)

	Ecotech Institute of Environmental Ecology

#1005 Yusung Hanjin Officetel

535-5 Bongmyungdong, Yusunggu

Daejeon, 305-301 Republic of Korea
	Tel: 82-+42-825-6477

Fax: 82-+42-825-6478

e-mail: hslee@ecotech21c.co.kr


韓国鳥類学会のウェブサイトにも情報を掲載しています：http://www.koreabird.or.kr
添付資料

ガンカモ類ワーキンググループと第４回定例会合
カモ類・ガン類・ハクチョウ類はカモ科の鳥類で，湖沼や湿原，河川，海岸などの湿地に生息し，湿地の開発の影響を受けてその生存が危ぶまれています．増大する湿地開発の危機を受けてラムサール条約は，地域の水鳥や湿地を保全するために国レベル・地方レベルでの活動を調整し協力する取組みを強く勧告しています．

1996年の同条約第６回締約国会議において「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」の取組みが開始されました．この「戦略」は国際湿地保全連合が調整し，「アジア太平洋地域渡り性水鳥保全委員会」がその実施を監督しています．「戦略」は，東アジア・オーストラリア地域を渡るシギチドリ類，ツル類，ガンカモ類の３つの種群に対する保全行動計画の策定と重要生息地ネットワークの設立を求めていました．

それをうけて1999年に「東アジア地域ガンカモ類重要生息地ネットワーク」が，やはりラムサール条約の第７回締約国会議において発足しました．これは，国際協力のもとにガンカモ類とかれらが生息する湿地環境に関する普及啓発やその保全のために役立つ情報を流通させ共有することによって，ガンカモ類個体群の長期的な保全を目指すものです．ガンカモ類の重要生息地ネットワークはアラスカを含む東アジア地域をカバーし，これまでに６か国から27の重要生息地が登録されています：韓国（１），日本（15），中国（２），ロシア（６），モンゴル（２），フィリピン（１）．このような生息地は，繁殖地として，あるいは，渡りの中継地や越冬地としてガンカモ類個体群にとって国際的に重要であると認められるところです．

「ガンカモ類ワーキンググループ」はこのガンカモ類の取組みを技術的に支援するために「渡り性水鳥保全委員会」が設立した作業部会です．この部会がガンカモ類の保全行動計画と重要生息地ネットワークの活動を監督しています．同部会は，韓国，日本，中国，ロシア，米国（アラスカ），タイ，フィリピンの各国からの７名で構成されており，メンバーは政府機関やＮＧＯからの代表者や研究者です．同部会は年１回程度の定例会合をひらき，これらの活動を促進するための議論を交わします．ソサン市のシンポジウム実行委員会は，この東アジア・シベリア地域ガンカモ類シンポジウム2003の機会に，同部会の第４回会合を招くことにしました．
同部会はまた，2001年から2005年までの保全行動計画の一環として，世界的絶滅危惧種であるトモエガモとサカツラガンについてのプロジェクトチームを設立しました．両プロジェクトチームのメンバーもこの定例会議に参加し，それぞれの種の保全行動計画を策定するための議論を交わします．

定例会合に関心のある方はどなたでもオブザーバー参加することができます．会議の日程はおよそつぎのとおりです（時刻は変更の可能性があります）：

10/28(火)
09:00 - 17:00 部会ならびにプロジェクトチームのメンバー間での情報交換

10/29(水)
09:00 - 12:00 トモエガモプロジェクトチーム会合
13:00 - 17:00 サカツラガンプロジェクトチーム会合
10/30(木)
09:00 - 17:00 ガンカモ類ワーキンググループ会合
同部会ならびにそのガンカモ類に対する取組みはガンカモ類保全行動計画のウェブサイト http://www.jawgp.org/anet/ ならびに「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」のウェブサイト http://www.wetlands.org/IWC/awc/waterbirdstrategy/ をご参照下さい．
現地視察・エキスカーション訪問地案内
チョンス湾
ソサン市のチョンス湾はソウルの南150kmに位置します．同湾は潮間帯干潟を干拓し，北東アジア地域のガンカモ類の重要な生息地となっています．とくにトモエガモにとっては最も重要な生息地のひとつで，韓国唯一の「東アジア地域ガンカモ類重要生息地ネットワーク」参加地です．現地視察では，干拓地のふたつの貯水池をまわり，マガン，ヒシクイ，トモエガモをはじめとするさまざまなガンカモ類を観察します．10月下旬・11月上旬は通常，20万羽をこえるトモエガモや１万羽程度のガン類が生息しています．

グム eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ガン),江)河口部
グム江河口部は韓国西海岸，ソウルの南200kmに位置します．1990年に農業用水の確保や洪水調節するなどの多目的に河口堰が建設され，現在の河口部は海水の流入が遮られています．その結果，河口部は，3,650haの広大な淡水面と潮間帯干潟とに分けられます．地理学的にここは韓国の中心にあたり，シギチドリ類やガンカモ類の渡りの中継地ならびに越冬地になっています．とくにオオハクチョウやサカツラガン，ミヤコドリ，ズグロカモメ，トモエガモの重要生息地です．
チョルオン盆地
ここはソウルの北100kmに位置し，ガンウォン道にあります．非武装地帯の近くであるために軍以外の人々の活動が制限されています．ここに特徴的な鳥類は，タンチョウやマナヅルです．毎年どちらも500羽以上が渡来します．マナヅルが繁殖地と日本の出水の越冬地とのあいだを渡る途中に滞在する重要な中継地です．渡りの最盛期には２千羽にもなります．加えてここは，10万羽以上のマガンが渡来し，クロハゲワシの越冬地でもあります．
ハン eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ガン),江)河口部
ここはマナヅルの中継地で，ソウルの西30kmにあります．イムジン江と河口部で合流して三角洲ができヨシ原や草地がひろがります．南北の境を流れるイムジン江には有刺鉄線のフェンスが築かれ軍が配備されており，このために湿地が保全されています．またハン江の河口に沿って浅い水域がつくられており，韓国西海岸では最大の湿地がひろがっています．河口部は海水の影響を大きく受け，とくに潮間帯干潟は高潮時に水面下にしずみ，真冬には氷に覆われます．ここはサカツラガンやヒシクイの生息地としてたいへん重要です．
Registration Form　参加申込書

2003 International Anatidae Symposium in East Asia and Siberia Region
with 4th Meeting of Anatidae Working Group
Name:
　お名前をアルファベットで

Date of Birth (for Invitation Letter):
　生年月日（日本人は不要）

Affiliation:
　所属団体名を英語で

Address:
　住所をアルファベットで

Country:
　国名を英語で

Telephone:                                     Fax:
E-mail:
Arrival Date:
　到着予定日

Departure Date:
　帰途出発予定日

Registration Fee: $30 for all participants (to be paid during registration at the symposium)
参加費は30米ドルです．当日シンポジウム会場でお支払い下さい．

Registration includes admission to the symposium, printed symposium material, banquet and the first day of field excursion (November 1). Guests of registered participants are welcome to attend the banquets and the first day of field excursion without additional fee payment.
参加費には，10/31の公開シンポジウムの参加・シンポジウム資料・交流会参加・11/01の現地視察の費用が含まれます．

For Field Excursions　エキスカーション参加申込

(Mark Your Attendance)　参加するものに印をして下さい

Geum River and Cheonsu Bay
      November 1      Free   
(Yes     (No
　　11/01の現地視察は上記の参加費に含まれます．

Cheolwon Basin & Han River Estuary
      November 2-3    $120     
(Yes     (No
11/02-03のエキスカーションはひとり120米ドルをお支払い下さい．
２日間の食事と２晩の宿泊費（２人同室になります）が含まれます．
Including meals and two-night accommodations (shared rooms for two) during the excursion

Return your completed registration form by e-mail to: hslee@ecotech21c.co.kr  (Hansoo Lee)
この申込書に記入して電子メールでイ・ハンス博士にお送りください：hslee@ecotech21c.co.kr
あるいは記入してプリントアウトしＦａｘでおくってもよいかもしれません．
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